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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手軸を中心として前記長手軸に沿って前記長手軸の周りに延びた、円筒形状の本体部
材であって、円板形状の第1本体部材端面と、その反対側の円板形状の第2本体部材端面と
、前記第1および第2本体部材端面の間で長手方向に延び、前記長手軸から径方向に配置さ
れ、円筒形状の外面とを有する本体部材と、
　前記本体部材に接続され、前記第1本体部材端面から長手方向に前記長手軸を中心とし
て前記長手軸の周りに突出し、円筒形状の第1ねじシャフト部と、
　前記第2本体部材端面から突出し、長手方向に前記長手軸を中心として前記長手軸の周
りに延び、円筒形状の第2ねじシャフト部と、
　前記長手軸に沿って前記長手軸を中心として前記長手軸の周りに延び、前記本体部材に
接続されて前記本体部材の前記円筒形状の外面を包囲しており、環形状の導電性内側スリ
ーブと、
　前記長手軸に沿って前記長手軸を中心として前記長手軸の周りに延び、前記内側スリー
ブに接続されて前記内側スリーブを包囲しており、環形状の電気絶縁性外側スリーブとを
備えている、コネクタプラグアセンブリ。
【請求項２】
　前記第1および第2ねじシャフト部の少なくとも一方にねじ式に係合する寸法に形成され
た雌ねじナットをさらに備えている、請求項1に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項３】
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　前記本体部材が、前記第1および第2本体部材端面の間で長手方向に延びた長さである本
体部材長さを有し、前記内側スリーブが、長手方向に延びた長さである内側スリーブ長さ
を有し、前記外側スリーブが、長手方向に延びた長さである外側スリーブ長さを有し、前
記内側スリーブ長さは、前記本体部材長さおよび前記外側スリーブ長さよりも長くされて
いる、請求項1に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項４】
　前記内側スリーブが、第1内側スリーブ環状端面およびその反対側の第2内側スリーブ環
状端面を有し、前記内側スリーブ長さが、前記第1および第2内側スリーブ環状端面の間を
延びているものであり、前記外側スリーブが、第1外側スリーブ環状端面およびその反対
側の第2外側スリーブ環状端面を有し、前記外側スリーブ長さが、前記第1および第2外側
スリーブ環状端面の間を延びているものである、請求項3に記載のコネクタプラグアセン
ブリ。
【請求項５】
　前記本体部材、前記内側スリーブおよび前記外側スリーブは、前記第1および第2内側ス
リーブ環状端面のそれぞれが、前記第1および第2本体部材端面のそれぞれならびに前記第
1および第2外側スリーブ環状端面のそれぞれを越えて延びるように、互いに対して配置さ
れている、請求項4に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項６】
　前記外側スリーブが、外側スリーブ外面を有するとともに、前記外側スリーブ外面に形
成された外向き周方向溝を含んでいる、請求項1に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項７】
　前記外側スリーブが、当該外側スリーブの遠位端に配置された第1フランジ要素と、前
記第1フランジ要素から離隔して前記第1フランジ要素の近傍に配置された第2フランジ要
素とを含み、前記外向き周方向溝が、前記第1および第2フランジ要素の間に配置されてい
る、請求項6に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項８】
　前記外側スリーブが、第1外側スリーブ環状端面およびその反対側の第2外側スリーブ環
状端面を有し、前記第1フランジ要素が、前記第1外側スリーブ環状端面を形成するととも
に、環状開口部を、前記内側スリーブとの間で前記外側スリーブに形成し、前記環状開口
部は、前記第1外側スリーブ環状端面から始まって、前記外側スリーブ内へと延びている
、請求項7に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項９】
　前記本体部材が、鋼または鋼合金で形成されており、前記内側スリーブが、銅または銅
合金で形成されている、請求項1に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項１０】
　長手軸に沿って前記長手軸の周りに延び、第1内側スリーブ環状端面およびその反対側
の第2内側スリーブ環状端面を有する導電性内側スリーブであって、前記第1および第2内
側スリーブ環状端面を通って前記第1および第2内側スリーブ環状端面の間に、前記長手軸
に沿って前記長手軸の周りに延びた内側スリーブ貫通孔が設けられており、前記内側スリ
ーブ貫通穴は、第1内側スリーブ孔部直径を有する第1内側スリーブ孔部、第2内側スリー
ブ孔部直径を有する第2内側スリーブ孔部、および第3内側スリーブ孔部直径を有する第3
内側スリーブ孔部を有し、前記第2内側スリーブ孔部は、前記第1および第3内側スリーブ
孔部の間に配置されてねじ山が形成されており、前記第2内側スリーブ孔部直径は、前記
第1および第3内側スリーブ孔部直径よりも小さくされている内側スリーブと、
　前記長手軸に沿って前記長手軸の周りに延びており、第1シャフト部、第2シャフト部お
よび第3シャフト部を有するシャフトであって、前記第2シャフト部は、前記第1および第3
シャフト部の間に配置され、前記第2シャフト部は、前記第1および第3シャフト部を越え
て、前記長手軸に対して径方向外側に向かって延びていて、前記第1孔部に受けられる寸
法にされており、前記第1および第3シャフト部はねじ山が形成され、前記第3シャフト部
は、前記第2内側スリーブ孔部にねじ式に係合する寸法にされているシャフトと、
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　前記長手軸に沿って前記長手軸の周りに延び、前記内側スリーブに接続されて前記内側
スリーブを包囲している電気絶縁性外側スリーブであって、第1外側スリーブ貫通孔直径
を有する第1外側スリーブ貫通孔部と、前記第1外側スリーブ貫通孔直径よりも小さい第2
外側スリーブ貫通孔直径を有する第2外側スリーブ貫通孔部とを備えた外側スリーブ貫通
孔を有し、前記第2外側スリーブ貫通孔部は、前記内側スリーブを密接してはまって接続
されるように受ける寸法にされている外側スリーブとを備えているコネクタプラグアセン
ブリであって、
　前記第3シャフト部が前記第2内側スリーブ孔部とねじ式に係合し、前記第2外側スリー
ブ貫通孔部が前記内側スリーブを密接してはまって接続されるように受けたときに、前記
第1ねじシャフト部が、前記第1内側スリーブ環状端面および前記外側スリーブから長手方
向外側に向かって突出し、前記第3ねじシャフト部が、前記内側スリーブの前記第2内側ス
リーブ環状端面および前記外側スリーブから長手方向外側に向かって突出する、コネクタ
プラグアセンブリ。
【請求項１１】
　前記第1ねじシャフト部にねじ式に係合する寸法に形成された雌ねじナットをさらに備
えている、請求項10に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項１２】
　前記内側スリーブ、前記シャフトおよび前記外側スリーブが、大略的に円筒形状である
、請求項10に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項１３】
　前記内側スリーブが、前記第1内側スリーブ環状端面と前記第2内側スリーブ環状端面と
の間を長手方向に延びた長さである内側スリーブ長さを有し、前記外側スリーブが、長手
方向に延びた長さである外側スリーブ長さを有し、前記外側スリーブが、第1外側スリー
ブ環状端面およびその反対側の第2外側スリーブ環状端面を有し、前記外側スリーブ長さ
は、前記第1および第2外側スリーブ環状端面の間を延びているものであり、前記内側スリ
ーブ長さは、前記外側スリーブ長さよりも長くされている、請求項10に記載のコネクタプ
ラグアセンブリ。
【請求項１４】
　前記第2シャフト部が第2シャフト部直径を有しており、前記第2シャフト部直径は前記
第2内側スリーブ孔部直径よりも大きくされている、請求項10に記載のコネクタプラグア
センブリ。
【請求項１５】
　前記内側スリーブが、内側スリーブ外面と、前記内側スリーブ外面に形成された内側ス
リーブ周方向溝とを有している、請求項10に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項１６】
　前記内側スリーブ周方向溝が、前記第2内側スリーブ孔部を包囲している、請求項15に
記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項１７】
　前記内側スリーブ周方向溝に受けられる寸法にされた第1内側スリーブシールをさらに
備え、前記第2外側スリーブ貫通孔部が前記内側スリーブを密接してはまって接続される
ように受けたときに、前記第1内側スリーブシールが、前記内側スリーブおよび前記外側
スリーブの両方に接触する、請求項16に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項１８】
　前記外側スリーブが、全体として前記第1外側スリーブ貫通孔部を形成している上部外
側スリーブ部と、前記上部外側スリーブ部と一体的に形成され、前記第2外側スリーブ貫
通孔部を形成している底部外側スリーブ部とを有し、前記上部外側スリーブ部は上部外側
スリーブ直径を有し、前記底部外側スリーブ部は、前記上部外側スリーブ直径よりも小さ
い底部外側スリーブ直径を有している、請求項15に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項１９】
　前記上部外側スリーブ部が、上部外側スリーブ外面と、前記第1外側スリーブ貫通孔部
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を形成している上部外側スリーブ内面とを有し、前記上部外側スリーブ外面は、その周り
を周方向に延びた第1上部外側スリーブ溝を有し、前記上部外側スリーブ内面は、その周
りを周方向に延びた第2上部外側スリーブ溝を有している、請求項18に記載のコネクタプ
ラグアセンブリ。
【請求項２０】
　前記第1上部外側スリーブ溝に受けられる寸法にされた第1上部外側スリーブＯリングと
、前記第2上部外側スリーブ溝に受けられる寸法にされた第2上部外側スリーブＯリングと
をさらに備えている、請求項19に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項２１】
　前記内側スリーブが、第1内側スリーブ円筒部直径を有する第1内側スリーブ円筒部と、
前記第1内側スリーブ円筒部直径よりも小さい第2内側スリーブ円筒部直径を有する第2内
側スリーブ円筒部とを有し、前記第1および第2内側スリーブ円筒部は一体構造とされてい
る、請求項10に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項２２】
　前記内側スリーブが、前記第2内側スリーブ円筒部に一体的に接続された内側スリーブ
円錐台形部を有し、前記内側スリーブ円錐台形部は、前記第2内側スリーブ環状端面から
内側に向かって先細りになっている内側スリーブ円錐台形孔部を形成している、請求項21
に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項２３】
　前記外側スリーブが、外側スリーブ外面を有しており、前記外側スリーブ外面に形成さ
れた外向き周方向溝を含んでいる、請求項10に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項２４】
　前記外側スリーブが、当該外側スリーブの遠位端に配置された第1フランジ要素と、前
記第1フランジ要素から離隔して前記第1フランジ要素の近傍に配置された第2フランジ要
素とを含み、前記外向き周方向溝が、前記第1および第2フランジ要素の間に配置されてい
る、請求項23に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項２５】
　前記外側スリーブが、第1外側スリーブ環状端面およびその反対側の第2外側スリーブ環
状端面を有し、前記第1フランジ要素が、前記第1外側スリーブ環状端面を形成し、環状開
口部を、前記内側スリーブとの間で前記外側スリーブに形成し、前記環状開口部は、前記
第1外側スリーブ環状端面から始まって、前記外側スリーブ内へと延びている、請求項24
に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項２６】
　前記シャフトが、鋼または鋼合金で形成されており、前記内側スリーブが、銅または銅
合金で形成されている、請求項10に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項２７】
　長手軸に沿って前記長手軸の周りに延び、第1内側スリーブ環状端面およびその反対側
の第2内側スリーブ環状端面を有する導電性内側スリーブであって、前記第1内側スリーブ
環状端面から部分的に当該内側スリーブへと、前記長手軸に沿って前記長手軸の周りに延
びた第1ねじ孔、および、前記第2内側スリーブ環状端面から部分的に当該内側スリーブへ
と、前記長手軸に沿って前記長手軸の周りに延びた第2ねじ孔を有する内側スリーブと、
　前記長手軸に沿って前記長手軸の周りに延び、第1シャフトねじ部、および、前記第1シ
ャフトねじ部を越えて、前記長手軸に対し径方向外側に延びた頭部を有する第1シャフト
であって、前記第1シャフトねじ部は、前記第1ねじ孔にねじ式に係合する寸法にされてい
る第1シャフトと、
　前記長手軸に沿って前記長手軸の周りに延び、ねじ山が形成され、前記第2ねじ溝孔に
ねじ式に係合する寸法にされている第2シャフトと、
　前記長手軸に沿って前記長手軸の周りに延び、前記内側スリーブに接続されて前記内側
スリーブを包囲している電気絶縁性外側スリーブであって、第1外側スリーブ貫通孔直径
を有する第1外側スリーブ貫通孔部、および、前記第1外側スリーブ貫通孔直径よりも小さ
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い第2外側スリーブ貫通孔直径を有する第2外側スリーブ貫通孔部を有する外側スリーブ貫
通孔を形成し、前記第2外側スリーブ貫通孔部は、前記内側スリーブを密接してはまって
接続されるように受ける寸法にされている外側スリーブとを備えているコネクタプラグア
センブリであって、
　前記第1シャフトねじ部が前記第1ねじ孔にねじ式に係合し、前記第2シャフトが前記第2
ねじ孔にねじ式に係合し、前記第2外側スリーブ貫通孔部が前記内側スリーブを密接して
はまって接続されるように受けると、前記第1シャフトが前記頭部とともに、前記第1内側
スリーブ環状端面から長手方向外側に向かって突出し、前記第2シャフトが、前記第2内側
スリーブ環状端面から長手方向外側に向かって突出する、コネクタプラグアセンブリ。
【請求項２８】
　前記内側スリーブに接続されて、前記内側スリーブを包囲している保持リングをさらに
備え、前記保持リングは、第3外側スリーブ貫通孔に密接してはまるように受けられる寸
法にされ、前記第3外側スリーブ貫通孔は、前記第1および第2外側スリーブ貫通孔の間に
配置されている、請求項27に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項２９】
　前記内側スリーブが、内側スリーブ本体外径を有する内側スリーブ本体部と、前記内側
スリーブ本体外径よりも大きい内側スリーブ環状外径を有する内側スリーブ環状部とを有
し、前記内側スリーブ本体部および前記内側スリーブ環状部は、互いに一体的に接続され
て、環状段差面を形成している、請求項27に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【請求項３０】
　前記内側スリーブを包囲し、前記内側スリーブ、前記外側スリーブおよび前記段差面に
同時に接触する寸法にされた段差環状シールをさらに備えている、請求項29に記載のコネ
クタプラグアセンブリ。
【請求項３１】
　前記第1および第2本体部材端面の各々が、前記長手軸から径方向に延び、前記第1およ
び第2本体部材端面が、互いに離れて配置され、かつ互いに平行に延びた各第1および第2
平面を形成している、請求項1に記載のコネクタプラグアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタプラグアセンブリに関する。より詳しくは、本発明は、大電流封止
コネクタプラグアセンブリに向けられている。
【背景技術】
【０００２】
　図1に示すように、従来の電気モータユニット2は、電気モータ（図示せず）を収容する
ケーシング4を有している。大元の機器製造業者により製造された従来の電気モータユニ
ット2は、顧客に引き渡されるときに、いくらか組み立てることが必要である。例えば、
このような組み立ては、内部大電流電線6a～6cを外部大電流電線8a～8cに、コネクタ構造
部材10を介して接続することを含む場合がある。コネクタ構造部材10は、3つの端子コネ
クタ14a～14cを保持するベース12を含んでいる。
【０００３】
　図1および図2を参照して、内部大電流電線6a～6cの平坦な端子端6a1～6c1のそれぞれは
、ボルト16a～16cおよびナット18a～18cなどの固定部材により、端子コネクタ14a～14cの
それぞれに固定されている。次いで、コネクタ構造部材10を、ねじ20a、20bにより、ハウ
ジング4に固定することができる。その後、外部大電流電線8a～8cの平坦な端子端8a1～8c
1のそれぞれが、ボルト22a～22cおよびナット24a～24cなどの固定部材により、端子コネ
クタ14a～14cのそれぞれに固定される。
【０００４】
　このような組み立てには時間がかかる。また、従来の電気モータユニット2を輸送する
際、内部大電流電線6a～6cが損傷されないようにするために、注意が必要である。
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　組み立て時間を低減し、輸送時に内部大電流電線6a～6cを保護する必要をなくすため、
一製造業者は現在、図3に示すように、端子構造部材26を、電気モータユニット2のケーシ
ング4内に設けている。端子構造部材26は、ケーシング4内に固定的に取り付けられている
。図示してはいないが、ケーシング4に対して位置決めされた3つの端子構造部材26があり
、図示された1つの端子構造部材26は単なる例示に過ぎないことを、当業者は理解するで
あろう。端子構造部材26は、従来の端子構造部材ナット30の上部に載置された、ワッシャ
形電極28を含んでいる。ワッシャ形電極28および従来の端子構造部材ナット30は、樹脂ま
たはプラスチックなどの電気絶縁性の材料で形成されたカップ形のホルダ32の中に、固定
および据え付けされている。ワッシャ形電極28は、内部大電流電線6a～6cの1つに接続さ
れている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　電気モータユニットのケーシング内に取り付けられた端子構造部材に容易かつ簡単に取
り付けることのできる大電流封止コネクタプラグアセンブリを提供することは有利であろ
う。端子構造部材に取り付けられると、外部大電流電線に容易に接続することができる大
電流封止コネクタプラグアセンブリを提供することも有利であろう。本発明はこれらの利
点を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のコネクタプラグアセンブリは、本体部材、第1ねじシャフト部、第2ねじシャフ
ト部、導電性内側スリーブ、および電気絶縁性外側スリーブを含んでいる。本体部材は、
長手軸に沿って長手軸の周りに延びており、第1本体部材端面と、その反対側の第2本体部
材端面と、第1および第2本体部材端面の間に位置する外面とを有している。第1ねじシャ
フト部は第1本体部材端面から突出しており、第2ねじシャフト部は第2本体部材端面から
突出している。第1および第2ねじシャフトは、長手軸に沿って長手軸の周りに延びている
。導電性内側スリーブは、長手軸に沿って長手軸の周りに延びており、内側スリーブは、
本体部材に接続されて、本体部材を包囲している。電気絶縁性外側スリーブは、長手軸に
沿って長手軸の周りに延びており、外側スリーブは、内側スリーブに接続されて、内側ス
リーブを包囲している。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】従来の電気モータユニット用に内部大電流電線を外部大電流電線と接続するため
の従来のコネクタ構造部材の部分分解斜視図である。
【図２】内部大電流電線と外部大電流電線とを互いに接続した状態の、図1に示す従来の
コネクタ構造部材の部分分解斜視図である。
【図３】従来の電気モータユニットのケーシング内に、内部的に取り付けられた従来の端
子構造部材の部分分解斜視図である。
【図４】本発明のコネクタプラグアセンブリの第1の例示的な実施形態の斜視図である。
【図５】図4に示すコネクタプラグアセンブリの部分分解断面図である。
【図６】ねじナットと、ねじシャフトが図4に示すコネクタプラグアセンブリの本体部材
に一体的に接続された状態の本体部材との断面図である。
【図７】図4に示すコネクタプラグアセンブリの内側スリーブの断面図である。
【図８】図4に示すコネクタプラグアセンブリの外側スリーブの断面図である。
【図９】図4に示すコネクタプラグアセンブリの上部平面図である。
【図１０】図4に示すコネクタプラグアセンブリの底部平面図である。
【図１１】従来の電気モータユニットのケーシングに取り付けられる前、かつ内部および
外部大電流電線に電気的に接続される前の、図4のコネクタプラグアセンブリの分解図で
ある。
【図１２】従来の電気モータユニットのケーシングに取り付けられ、内部および外部大電
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流電線に電気的に接続された、図4のコネクタプラグアセンブリの分解図である。
【図１３】本発明のコネクタプラグアセンブリの第2の例示的な実施形態の斜視図である
。
【図１４】図13に示すコネクタプラグアセンブリの構成要素の分解側面図である。
【図１５】図13に示すコネクタプラグアセンブリの構成要素の分解側断面図である。
【図１６】図13に示すコネクタプラグアセンブリの側面図である。
【図１７】図13に示すコネクタプラグアセンブリの側断面図である。
【図１８】従来の電気モータユニットのケーシングに取り付けられる前、かつ内部および
外部大電流電線に電気的に接続される前の、図13のコネクタプラグアセンブリの分解図で
ある。
【図１９】従来の電気モータユニットのケーシングに取り付けられ、内部および外部大電
流電線に電気的に接続された、図13のコネクタプラグアセンブリの分解図である。
【図２０】本発明のコネクタプラグアセンブリの第3の例示的な実施形態の側断面図であ
る。
【図２１】本発明のコネクタプラグアセンブリの第4の例示的な実施形態の側断面図であ
る。
【図２２】図21のコネクタプラグアセンブリの断面を示す分解側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下に、添付図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。先行技術に共通の構
造的構成要素および本発明の個々の実施形態に共通の構造的構成要素は、同一の符号によ
って示し、それらについては説明を繰り返さない。さらに、「上部」、「底部」などの用
語は、本発明の詳細な説明を簡略にするために理解の助けとして使用されるのであり、い
かなる仕方でも限定するものと解釈すべきでない。本明細書中で使用される「上部」、「
底部」などの用語に代わって「第1」、「第2」などの用語を使用すると、本発明の説明が
分かりにくくなると考える。「上部」、「底部」などの用語は、本発明の構成要素が図中
に示される場合のみの本発明の構成要素の方向と理解されるべきであり、何もない空間に
おけるものではない。
【０００９】
　本発明の大電流封止コネクタプラグアセンブリ40（以下、「コネクタプラグアセンブリ
40」という）を以下、図4～図12を参照して説明する。図4～図8に最もよく示されている
ように、コネクタプラグアセンブリ40は、本体部材42、第1ねじシャフト部44、第2ねじシ
ャフト部46、導電性内側スリーブ48および電気絶縁性外側スリーブ50を含んでいる。
　本体部材42は、長手軸Lに沿って長手軸Lの周りに延びており、第1本体部材端面42aと、
その反対側の第2本体部材端面42bと、第1および第2本体部材端面42aおよび42bの間に位置
する外面42cとを有している。
【００１０】
　図5および図6に最もよく示されているように、第1ねじシャフト部44は第1本体部材端面
42aから突出しており、第2ねじシャフト部46は第2本体部材端面42bから突出している。第
1および第2ねじシャフト44および46は、長手軸Lに沿って長手軸Lの周りに延びている。導
電性内側スリーブ48は、長手軸Lに沿って長手軸Lの周りに延びており、本体部材42に接続
されて、本体部材42を包囲している。電気絶縁性外側スリーブ50は、長手軸Lに沿って長
手軸の周りに延びており、内側スリーブ48に接続されて、内側スリーブ48を包囲している
。
【００１１】
　図5～図8を参照して、本体部材42は、第1および第2本体部材端面42aおよび42bの間を長
手方向に延びる本体部材長さLBMを有している。内側スリーブ48は、長手方向に延びる内
側スリーブ長さLISを有している。外側スリーブ50は、長手方向に延びる外側スリーブ長
さLOSを有している。図5において、内側スリーブ長さLISが、本体部材長さLBMおよび外側
スリーブ長さLOSの両方よりも長いことに注意されたい。
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【００１２】
　図5、図7、図9および図10に最もよく示されているように、内側スリーブ48は、第1内側
スリーブ環状端面48aおよびその反対側の第2内側スリーブ環状端面48bを有している。内
側スリーブ長さLISは、第1および第2内側スリーブ環状端面48aおよび48bの間を延びてい
る。図5、図8、図9および図10に最もよく示されているように、外側スリーブ50は、第1外
側スリーブ環状端面50aおよびその反対側の第2外側スリーブ環状端面50bを有している。
外側スリーブ長さLOSは、第1および第2外側スリーブ環状端面50aおよび50bの間に延びる
長さである。図5および図6に示すように、本体部材42、内側スリーブ48および外側スリー
ブ50は、第1および第2内側スリーブ環状端面48aおよび48bのそれぞれが、第1および第2本
体部材端面42aおよび42bのそれぞれ、ならびに第1および第2外側スリーブ環状端面50aお
よび50bのそれぞれを越えて延びるように、互いに対して配置されている。
【００１３】
　第1の実施形態である本発明のコネクタプラグアセンブリ40について、第1および第2ね
じシャフト44および46はそれぞれ、第1および第2本体部材端面42aおよび42bのそれぞれに
接続されている。また、本体部材42は、鋼または合金鋼などの金属材料で形成されており
、内側スリーブは、銅または銅合金などの導電性金属材料で形成されている。特に図9お
よび図10を考慮して、本体部材42、内側スリーブ48および外側スリーブ50は、全体的に円
筒形状であると考えられることに注意されたい。
【００１４】
　図4、図5および図8に示すように、外側スリーブ50は、外側スリーブ外面50cを有してお
り、外側スリーブ外面50cに形成された、外向き周方向溝50dを含んでいる。また、外側ス
リーブは、外側スリーブ50の遠位端に配置された第1フランジ要素50eと、第1フランジ要
素50eから離隔して第1フランジ要素50eの近傍に配置された第2フランジ要素50fとを含ん
でいる。外向き周方向溝50dは、第1および第2フランジ要素50eおよび50fの間に配置され
ている。図5に最もよく示されているように、第1フランジ要素50eが、第1外側スリーブ環
状端面50aを形成し、環状開口部52を、内側スリーブ48との間で外側スリーブ50に形成し
ている。環状開口部52は、第1外側スリーブ環状端面50aから始まって、外側スリーブ50内
へと延びている。
【００１５】
　くわえて、本発明のコネクタプラグアセンブリ40は、第1および第2ねじシャフト部44お
よび46の少なくとも一方にねじ式に係合するような寸法に形成された雌ねじナット54を含
んでいる。図5および図6に示すように、雌ねじナット54は、第1シャフト部44にねじ式に
係合する。
　さらに、図11および図12に示すように、本発明のコネクタプラグアセンブリ40は、Ｏリ
ングの形態の外側スリーブシール（封止部材）56を含んでいる。図12に最もよく示されて
いるように、外側スリーブシール56は、外向き周方向溝50dに受けられるように形成され
ている。また、図11および図12には、コネクタプラグアセンブリ40がどのように、電気モ
ータユニット2の従来のケーシング4に取り付けられて、従来の端子構造部材26に接続され
るかということが示されている。本発明のコネクタプラグアセンブリ40は、電気モータユ
ニット2のケーシング4に形成されたケーシング開口部4aに挿入される。第2ねじシャフト
部46および端子構造部材ナット30はねじ式に係合し、第1および第2フランジ要素50eおよ
び50fは外側スリーブシール56とともに、ケーシング開口部4a内に配置されて、ケーシン
グ4自体と接触した状態とされる。外部大電流電線8a～8cに電気接続された従来のアイレ
ット（小穴）58が、第1ねじシャフト部44の周りに配置される。ねじナット54および第1ね
じシャフト部44は、互いの間に配置された従来のアイレット54とねじ式に係合する。
【００１６】
　図12に最もよく示されているように、ねじナット54と第1ねじシャフト部44とがねじ式
に係合したときに、第1内側スリーブ環状端面48aおよびアイレット58は、互いに電気的に
接触する。また、第2ねじシャフト部46と端子構造部材ナット30とがねじ式に係合したと
きに、第2内側スリーブ環状端面48bおよびワッシャ形電極28は、互いに電気的に接触する
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。また、上述したように、内側スリーブ48は本体部材42および外側スリーブよりも少なく
ともわずかに長くされているため、かつ、内側スリーブ48は好ましくは銅または銅合金で
形成されているため、内部大電流電線6aと外部大電流電線8aとの間の通電が良好に確立さ
れる。
【００１７】
　第2の例示的な実施形態である本発明のコネクタプラグアセンブリ140を、図13～図19に
示す。コネクタプラグアセンブリ140は、導電性内側スリーブ148、シャフト60および電気
絶縁性外側スリーブ150を含んでいる。導電性内側スリーブ148および電気絶縁性外側スリ
ーブ150は、上述した導電性内側スリーブ48および電気絶縁性外側スリーブ50と類似の特
徴を有しているが、以下に説明するように、それらと異なる特徴をも有している。類似の
特徴部分には上記と同一の番号を付すため、さらなる説明は必要ないものと考える。
【００１８】
　図15に最もよく示されているように、内側スリーブ148には、第1および第2内側スリー
ブ環状端面48aおよび48bを通って、第1および第2内側スリーブ環状端面48aおよび48bの間
に、長手軸Ｌに沿って長手軸Ｌの周りに延びた内側スリーブ貫通孔148aが設けられている
。図15において、内側スリーブ貫通穴148aは、第1内側スリーブ孔部直径DIS1を有する第1
内側スリーブ孔部148a1、第2内側スリーブ孔部直径DIS2を有する第2内側スリーブ孔部148
a2、および第3内側スリーブ孔部直径DIS3を有する第3内側スリーブ孔部148a3を有してい
る。第2内側スリーブ孔部148a2は、第1および第3内側スリーブ孔部148a1および148a3の間
に配置されている。また、第2内側スリーブ孔部148a2は、ねじ山を有していてもよいが、
ねじ山を有していない。さらに、第2内側スリーブ孔部直径DIS2は、第1および第3内側ス
リーブ孔部直径DIS1およびDIS3よりも小さくされている。
【００１９】
　図14および図15において、大略的に円筒形状とされたシャフト60は、長手軸Ｌに沿って
長手軸Ｌの周りに延びており、第1シャフト部60a、第2シャフト部60bおよび第3シャフト
部60cを有している。第2シャフト部60bは、第1および第3シャフト部60aおよび60cの間に
配置されている。第2シャフト部60bは、第1および第3シャフト部60aおよび60cを越えて、
長手軸Ｌに対して径方向外側に向かって延びており、第1および第3シャフト部60aおよび6
0cの間に円板状部bを形成している。図17に最もよく示されているように、第2シャフト部
60bは、第1孔部148a1に受けられる寸法にされている。図14および図15に示すように、第1
および第3シャフト部60aおよび60bは、ねじ山が設けられており、それゆえ、当該技術分
野において雄ねじシャフトとみなされる。図17に最もよく示されているように、第3シャ
フト部60cが、第2内側スリーブ孔部148a2にねじ式に係合する寸法にされていることにも
注意されたい。また、第2シャフト部が第2シャフト部直径DSSPを有しており、第2シャフ
ト部直径DSSPは第2内側スリーブ孔部直径DIS2よりも大きくされていることにも注意され
たい。
【００２０】
　図14および図15を参照して、外側スリーブ150は、長手軸Lに沿って長手軸Lの周りに延
びている。外側スリーブ150は、内側スリーブ150に接続されて、内側スリーブ150を包囲
している。図15において、外側スリーブ150には、外側スリーブ貫通孔150aが設けられて
いる。外側スリーブ貫通孔150は、第1外側スリーブ貫通孔直径DOS1を有する第1外側スリ
ーブ貫通孔部150a1と、第2外側スリーブ貫通孔直径DOS2を有する第2外側スリーブ貫通孔
部150a2とを有している。第2外側スリーブ貫通孔直径DOS2は、第1外側スリーブ貫通孔直
径DOS1よりも小さくされている。図17に最もよく示されているように、第2外側スリーブ
貫通孔部150a2は、密接してはまって接続されるように内側スリーブ148を受ける寸法にさ
れている。
【００２１】
　再び図17を参照して、第3シャフト部60cが第2内側スリーブ孔部148aとねじ式に係合し
、第2外側スリーブ貫通孔部150a2が内側スリーブ148を密接してはまって接続されるよう
に受けたときに、第1ねじシャフト部60aは、第1内側スリーブ環状端面48aおよび外側スリ
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ーブ150から長手方向外側に向かって突出し、第3ねじシャフト部60cは、内側スリーブ148
の第2内側スリーブ環状端面48bおよび外側スリーブ150から長手方向外側に向かって突出
する。
【００２２】
　図14および図15に最もよく示されているように、内側スリーブ148は内側スリーブ外面1
48bを有しており、内側スリーブ148は、内側スリーブ外面148bに形成された内側スリーブ
周方向溝62を有している。内側スリーブ周方向溝62は、図15に示す第2内側スリーブ孔部1
48a2を包囲している。図14、図15および図17において、第1内側スリーブシール64は、内
側スリーブ周方向溝62に受けられる寸法にされている。このように、第2外側スリーブ貫
通孔部150a2が内側スリーブ148を密接してはまって接続されるように受けたときに、第1
内側スリーブシール64は、内側スリーブ148および外側スリーブ150の両方に接触する。
【００２３】
　特に図14～図17を参照して、外側スリーブ150は、上部外側スリーブ部150bおよび底部
外側スリーブ部150cを有している。図15に最もよく示されているように、上部外側スリー
ブ部150bは全体として、第1外側スリーブ貫通孔部150a1を形成している。底部外側スリー
ブ部150cは、上部外側スリーブ部150bと一体的に形成されており、第2外側スリーブ貫通
孔部150a2を形成している。上部外側スリーブ部150bは上部外側スリーブ直径DTOSを有し
ており、底部外側スリーブ部150cは、上部外側スリーブ直径DBOSよりも小さい底部外側ス
リーブ直径DBOSを有している。
【００２４】
　図15を参照して、上部外側スリーブ部150bは、上部外側スリーブ外面150b1および上部
外側スリーブ内面150b2を有している。上部外側スリーブ内面150b2は、第1外側スリーブ
貫通孔部150a1を形成している。図14および図15に示すように、上部外側スリーブ外面150
b1は、上部外側スリーブ外面150b1に形成された第1上部外側スリーブ溝66を有しており、
上部外側スリーブ外面150b1の周りを周方向に延びている。さらに、上部外側スリーブ内
面150b2は、図15に示す第2上部外側スリーブ溝68を有している。第2上部外側スリーブ溝6
8は、上部外側スリーブ内面150b2に形成されて、上部外側スリーブ内面150b2の周りを周
方向に延びている。図14、図15および図17に示すように、第1上部外側スリーブＯリング7
0は、第1上部外側スリーブ溝66に受けられる寸法にされており、第2上部外側スリーブＯ
リング72は、第2上部外側スリーブ溝に受けられる寸法にされている。
【００２５】
　図13～図17において、外側スリーブ150の上部外側スリーブ部150bは、第1フランジ要素
74および第2フランジ要素76を含んでいる。第1フランジ要素74は、外側スリーブ150の遠
位端に配置されており、第2フランジ要素76は、第1フランジ要素74から離隔して第1フラ
ンジ要素74の近傍に配置されている。第1上部外側スリーブ溝66は、第1および第2フラン
ジ要素74および76の間に配置されている。図13および図17に示すように、第1フランジ要
素74は、第1外側スリーブ環状端面50aを形成しており、環状開口部78を、内側スリーブ14
8との間で外側スリーブ150に形成している。環状開口部78は、第1外側スリーブ環状端面5
0aから始まって、外側スリーブ150内へと延びている。
【００２６】
　これに限定するものではないが、シャフト60は鋼または合金鋼で形成されており、内側
スリーブ148は銅または銅合金で形成されている。
　図18および図19において、コネクタプラグアセンブリ140は、電気モータユニット2のケ
ーシング4に取り付けられて、コネクタプラグアセンブリ40について図11および図12にお
いて示したのと同様に、端子構造部材26および外部大電流電線8a～8cに電気的に接続され
ている。そのため、さらなる説明は必要でないと考える。
【００２７】
　第3の例示的な実施形態であるコネクタプラグアセンブリ240を、図20に示す。コネクタ
プラグアセンブリ240は、上述した第1および第2の実施形態であるコネクタプラグアセン
ブリ40および140に類似している。1つの具体的な相違点は、異なる構成を有する内側スリ
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ーブ258である。詳しくは、内側スリーブ258は、第1内側スリーブ円筒部直径DISCS1を有
する第1内側スリーブ円筒部258aと、第1内側スリーブ円筒部直径DISCS1よりも小さい第2
内側スリーブ円筒部直径DISCS2を有する第2内側スリーブ円筒部258bとを有している。し
かし、第1および第2内側スリーブ円筒部258aおよび258bは一体構造とされている。
【００２８】
　さらに図20において、内側スリーブ258は、内側スリーブ円錐台形部258cを有している
。内側スリーブ円錐台形部258cは、第1内側スリーブ円筒部258aと内側スリーブ円錐台形
部258cとの間に第2内側スリーブ円筒部258bが配置された状態で、一体構造として、第2内
側スリーブ円筒部258bに一体的に接続されている。内側スリーブ円錐台形部258cは、第2
内側スリーブ環状端面48bから内側に向かって先細りになっている内側スリーブ円錐台形
孔部258c1を形成している。
【００２９】
　第4の例示的な実施形態である、本発明のコネクタプラグアセンブリ340を、図21および
図22に示す。コネクタプラグアセンブリ340は、導電性内側スリーブ348、第1シャフト361
、第2シャフト362および電気絶縁性外側スリーブ350を含んでいる。
　内側スリーブ348は、第1内側スリーブ環状端面48aから部分的に内側スリーブ348内へと
、長手軸Lに沿って長手軸Lの周りに延びた第1ねじ孔348aと、第2内側スリーブ環状端面48
bから部分的に内側スリーブ348内へと、長手軸Lに沿って長手軸Lの周りに延びた第2ねじ
孔348bとを有している。
【００３０】
　第1シャフト361は、第1シャフトねじ部361aと、第1シャフトねじ部361aを越えて、長手
軸に対し径方向外側に向かって延びた頭部361bとを有している。第1シャフト361はまた、
頭部361bに接続されたキャップ（蓋部）361cを有している。第1シャフトねじ部361aは、
第1ねじ孔348aにねじ式に係合する寸法にされている。第2シャフト362はねじ溝を有して
おり、第2ねじ溝孔348bにねじ式に係合する寸法にされている。
【００３１】
　外側スリーブ350は、内側スリーブに接続されて、内側スリーブを大略的に包囲してい
る。外側スリーブ350は、外側スリーブ貫通孔350aを形成している。外側スリーブ貫通孔3
50aは、第1外側スリーブ貫通孔直径DOSTH1を有する第1外側スリーブ貫通孔部350a1と、第
1外側スリーブ貫通孔直径DOSTH1よりも小さい第2外側スリーブ貫通孔直径DOSTH2を有する
第2外側スリーブ貫通孔部350b2とを有している。第2外側スリーブ貫通孔部350b2は、密接
してはまって接続されるように内側スリーブを受ける寸法にされている。
【００３２】
　図21を参照して、第1シャフトねじ部361aが第1ねじ孔348aにねじ式に係合し、第2シャ
フト362が第2ねじ孔348bにねじ式に係合し、外側スリーブ貫通孔350aが、内側スリーブ34
8を、密接してはまって接続されるように受けると、第1シャフト361はその頭部361bとと
もに、第1内側スリーブ環状端面48aから長手方向外側に向かって突出し、第2シャフト362
は、第2内側スリーブ環状端面48bから長手方向外側に向かって突出する。
【００３３】
　また、第4の例示的な実施形態であるコネクタプラグアセンブリ340に関し、保持リング
370が、内側スリーブ348に接続されて、内側スリーブ348を包囲している。保持リング370
は、図22に示す第3外側スリーブ貫通孔350a3に、図21に示すように密接してはまるように
受けられる寸法にされている。第3外側スリーブ貫通孔350a3が、第1および第2外側スリー
ブ貫通孔350a1および350a2の間に配置されていることに注意されたい。
【００３４】
　さらに、図22に示すように、内側スリーブ348は、内側スリーブ本体外径DISMBを有する
内側スリーブ本体部348xと、内側スリーブ本体外径DISMBよりも大きい内側スリーブ環状
外径DISASを有する内側スリーブ環状部348yとを有している。内側スリーブ本体部348xお
よび内側スリーブ環状部348yは、互いに一体的に接続されて、段差環状面348zを形成して
いる。段差環状シール390は、内側スリーブ348を包囲すると同時に内側スリーブ348、外



(12) JP 4570693 B2 2010.10.27

側スリーブ350および段差面348zに接触して、外側スリーブ350および内側スリーブ348の
間の接続部を封止する寸法にされている。
【００３５】
　しかし、本発明は、さまざまな異なる態様で実施されてもよい。例えば、一例示的な実
施形態に示す特徴が、別の例示的な実施形態に示す特徴に代えられてもよい。これらのさ
まざまな異なる態様を、本明細書に記載した例示的な実施形態を限定するものと理解すべ
きでない。むしろ、これらの例示的な実施形態は、本開示を綿密かつ完全にし、当業者に
本発明の範囲を十分に伝えるために、提供されている。

【図１】 【図２】
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